2016年　月　日
　　　　　　　　　　　御中
信用保証のいっそうの部分保証化を許さず、
「金融の円滑化」を求める申し入れ書
組織名　　　　　　　　　　　　
　　　住所　　　　　　　　　　　　　　　　　
電話　　　　　　　　　　　　

FAX　　　　　　　　　　　　
【申し入れ趣旨】
　中小企業庁所管・中小企業政策審議会金融ワーキンググループ（金融ＷＧ）は、昨年12月16日に「中小企業・小規模事業者の発展に資する持続可能な信用補完制度の確立に向けて　中間的な整理（論点整理と方向性）」（以下、論点整理と方向性）を発表しました。

「論点整理と方向性」では主に、信用保証協会の保証割合である「一律８割」を改め、企業のライフステージに応じて、例えば、創業期には手厚く支援し、成長とともに徐々に保証利用を減らして金融機関の責任割合を高め、最終的には「保証からの卒業」を目指す形とするとしています。さらには、セーフティネット保証５号について「必要な見直しを行う」としています。こうした結論を導くために、「ゾンビ企業論」や「ただ乗り論」（フリーライド）まで持ち出していますが、中小企業・小規模事業者の施策を所管する省庁として、あるまじき態度です。

信用保証協会の保証割合の縮小（金融機関のリスク負担の増加）により懸念されることは、金融機関の「入り口」で中小企業・小規模事業者が信用保証制度から排除されかねないという問題です。また、自治体制度融資にも影響を及ぼしかねません。385万者の３分の１の事業者（141万者）が利用し、雇用維持と地域経済振興に寄与している信用保証制度の意義を踏まえれば、いっそうの部分保証化は許されません。むしろ信用保証を拡充し「金融の円滑化」に資するべきです。
上記、趣旨により、以下の事項について申し入れをいたします。
【申し入れ事項】
1 各組織において、「論点整理と方向性」について議論してください。
2 その上で、信用保証協会の保証割合「一律８割」の縮小や、セーフティネット保証の縮小に反対してください。
3 また、小口向けの100％保証（無担保無保証人）の拡充（保証限度額の引き上げ）を求めてください。
